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令和5年度川崎市の普通交付税が決定されました
•令和5年度の普通交付税の算定結果が、総務大臣から「令和5年度普通交付税大綱」として閣議報告され、本市は
2年連続で普通交付税の不交付団体となり、財政力指数は単年度1.068、3か年平均では1.032となりました。

知ってる? かわさき!

https://www.city.kawasaki.jp/230/page/0000153343.htmlURL

https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-4-1-0-0-0-0-0-0-0.htmlURL

メールアドレスの変更及びサービスの停止を希望される場合は、お手数ですが
23sikin@city.kawasaki.jp までご連絡くださいますようお願いします。

川崎市に関する豆知識やお役立ち情報をお届け!

川崎市では、市民や投資家、アナリスト、市場関係者の皆様への情報提供活動の
一環として、市債発行計画などの市債情報や、予算・決算などの財政関連情報、

IR説明会開催などのIR情報を「IRニュース」として発信しております。

詳細は川崎市HPをご覧ください⇒

令和4年度川崎市一般会計・特別会計決算見込の概要について

※端数調整の関係で合計が一致しない場合があります

感染症への対応に継続的に取り組むとともに、市民・事業者支援の取組を推進
－市税収入は過去最高となるも、ふるさと納税の影響による減収も過去最大－

•歳入総額：8,580億100万円、歳出総額：8,506億円
•実質収支額：+19億4,000万円（剰余金）
※実質収支額には、新型コロナウィルス感染症対策事業に係る国庫支出金の受入分等の、令和5年度以降に精算が見込まれるものが含まれるため、
精算見込額を除いた実質収支は、これまでどおり2億円程度となります。

•減債基金からの借入：予算に対して市税が増収となったことなどから新規の借入は行いませんでした。借入累計527億円
•市税収入：3,781億7,100万円（+135億6,500万円（+3.7%））⇒2年ぶりの増で過去最高

主な
増減

 個人市民税（+）：50億9,700万円の増 【∵所得の増加など】
 法人市民税（+）：28億2,100万円の増 【∵企業収益の増加】
 固定資産税（+）：43億6,000万円の増 【∵家屋の新増築など】

•市債発行額：614億9,100万円（+8.1%）⇒実質的な市債残高は前年度比10億2,200万円の減
•性質別歳出決算の状況
→扶助費※ （ー）： 3億6,200万円の減
※社会保障制度の一環として地方公共団体が各種法令に基づいて実施する給付や、地方公共団体が単独で行っている各種扶助に係る経費
【∵電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業費の増や、子育て世帯への臨時特別給付金事業費の減など】
→投資的経費（+）：66億7,500万円の増
【∵羽田連絡道路整備事業の完了による減や、本庁舎等建替や橘処理センター整備の進捗による増など】

財政力指数
 地方交付税法の規定に基づき、一定の
方式により算定した収入額（基準財政
収入額）を支出額（基準財政需要
額）で割った値の過去3年間の平均値

 値が大きいほど、財政力があることにな
り、単年度の値が１を超えると、その年
度は普通交付税が交付されない

【川崎市の財政力指数】 令和5年度
決定額

対令和4年度算定比較
決定額

（再算定後） 増△減 増△減率

財政力指数（単年度） 1.068 1.037 0.031 3.0%
財政力指数（3か年平均） 1.032 1.022 0.010 1.0%

•個人市民税、法人市民税、地方消費税交付金の増などにより基準財政
収入額が増加したことで、財政力指数も増。


